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旺文社 教育情報センター 29 年 7 月 31 日 

 

文科省は今月 13 日、入試改革に関わる一連の資料「高大接続改革の実施方針等の策定につ

いて」（いわゆる「実施方針」）を公表した。これまで議論を重ねてきた入試改革がいよいよ本決ま

りとなり、33 年入試での実装へ向けて動き出したことになる。 

高校・大学現場ではまず、これらを正確に読み込むことが何よりも必要だ。そこで本記事では、

実施方針の内容を箇条書きにしてまとめた。全 3 回に分け、各記事はそれぞれ以下の資料を扱っ

ている。 

 

【Part.1 共通テスト】     「大学入学共通テスト実施方針」 

「大学入学共通テスト実施方針策定に当たっての考え方」 

【Part.2 各大学個別入試】 「平成 33 年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告」 

【Part.3 基礎診断】       「『高校生のための学びの基礎診断』実施方針」 

 

本記事では Part.2 として、各大学の個別入試について見ていく。なお記事中では以下の表現を

している。 

・3 要素 … 学力の 3 要素（「知識・技能」 「思考力・判断力・表現力」 「主体性」） 

・新カリ入試 … 新学習指導要領での入試 

 

 全体                                     

・「学力の 3 要素」を多面的・総合的に評価する入試に転換。 

・大学は AP（アドミッション・ポリシー）に基づいて「3 要素」を評価。 

・大学は各入試区分で行う評価方法やその比重などを募集要項で明確化。 

・32 年度に行う 33 年入試から着実に導入しつつ、新カリ入試でさらなる制度設計。 

・一般、AO、推薦のあり方を見直し。 

・各入試区分は、名称と日程を以下のように変更。 

【推薦入試 ⇒ 学校推薦型選抜】 

出願 11 月以降（現；ママ） ⇒ 合格発表 12 月以降（現；なし）（合格発表は一般選抜

入試改革「実施方針」 
を正確に読む！ 

【Part.2 各大学 個別入試】 ポイントを箇条書き！ 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
http://eic.obunsha.co.jp/pdf/exam_info/2017/0731_1.pdf
http://eic.obunsha.co.jp/pdf/exam_info/2017/0731_3.pdf
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の試験日の 10 日前まで） 

【AO 入試 ⇒ 総合型選抜】 

出願 9 月以降（現；8 月以降） ⇒ 合格発表 11 月以降（現；なし） 

【一般入試 ⇒ 一般選抜】 （教科・科目に係るテストの実施） 

実施 2 月 1 日～3 月 25 日（現；2 月 1 日～4 月 15 日） ⇒ 合格発表 3 月 31 日まで

（現；4 月 20 日まで） 

・学校推薦型、総合型で学力試験を課す場合も、「学力試験の実施日」は一般選抜と同様。 

・学力試験とは異なる評価方法は、2 月 1 日よりも前から実施可能。 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 入試改革の根幹は、「学力の 3 要素」の評価にほかならない。一般入試でいえば、「知識・

技能」に偏っていたセンター試験に、「思考力・判断力・表現力」の要素を入れて共通テス

トに変更する。「主体性」が入っていないのは、ペーパーテストで測るのが不可能だからだ。

そのため国は「主体性」の評価を各大学の個別入試に求めている。 

 一方で大学にとっては「主体性」の評価は、入試業務として大きな負担がかかる。志願者

減にもつながりかねず、大学としてはますます二の足を踏んでしまう。 

しかしここで各大学が「主体性」の評価をないがしろにすれば、入試改革は骨抜きになる。

それだけに留まらず、同じく「3 要素」の定着をめざす次期学習指導要領も中途半端なもの

となるだろう。大学入試が変わらなければ、高校現場も変わらないからだ。 

 大学と国の綱引きがどう着地するのか。「これならできる」と大学が思える評価手法を生

み出すことが、大きなカギを握っている。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 推薦・AO（学校推薦型選抜・総合型選抜）              

・「知識」系、「思考力」系を評価するために、以下のものからいずれか 1 つを必須化。 

⇒ 共通テスト／学力試験／資格・検定／小論文／プレゼン／口頭試問／実技 など。 

・学校推薦型選抜 … 推薦書で「3 要素」の評価を必須化（高校の記載も、大学の利用も）。 

・総合型選抜 … 大学は志願者本人が記載する資料を積極的に活用（活動報告書、志望理由

書、学修計画書など）。 

・募集人員は現行ママ（学校推薦型＝定員の 5 割を超えない範囲、総合型＝制限なし）。 

・高校・大学は、積極的に入学前教育に取り組む。 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 上述 2 点の「必須化」が重要ポイントだ。特に、推薦書における「3 要素」の評価の必須

化は、高校現場に対して大きな負担となる。 

 文科省によれば、「3 要素」の評価は科目別ではない（全体的な評価）。科目別の観点別評

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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価となると、指導要録を改訂して新カリ入試からの入試利用になろうが、今回の「3 要素」

の評価は入試改革の初年度（33 年入試）から導入される方向だ。推薦書における記載がど

のようなものになるのかは、今後の詳細を待つことになる。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 一般入試（一般選抜）                          

・「主体性」を評価するために、調査書、志願者本人が記載する資料などの積極的な活用を

大学に促す（そのほか、エッセイ、面接、ディベート、討論、プレゼン、大会・顕彰の記

録、総合学習の成果 など）。 

・調査書やその他の資料などをどのように活用するのか、大学は募集要項に明記。 

・すべての受験生を対象とした「3 要素」のより効果的な評価方法等は、新カリ入試に向け

て継続的に検討。 

・大学は「思考力・判断力・表現力」を評価するために、共通テストを積極的に活用。 

・個別入試も見直し・充実（少数科目の見直しなど）。 

・大学は例えば国語を中心に、記述式の導入・充実に取り組む。その際、評価する能力や出

題の意図を明示するように努める。 

・センターは共通テストとは別に、各大学の個別試験用の国語の記述式（＆採点基準）を用

意することも検討（200～300 文字を想定）。 

・大学は、英語は 4 技能を評価するように努める。 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

一般入試での「主体性」の評価は、全受験生に必須なのか、一部で課されるのか。上述「●

一般入試（一般選抜）」の最初の 3 点を見てみよう。 

大学側の調査書や提出書類、面接等の活用は、「必須化」ではなく「促す」という表現に

留まった。その活用方法を募集要項に明記はするが、すべての入試方式でもれなく「3 要素」

を評価しなければならないのかなどはわからない。また、全受験生を対象とした「より効果

的な評価方法は」新カリ入試へ見送りとなった。 

 文科省によれば、現在の入学者選抜実施要項でも、大学は調査書を提出させること、活用

することが記載されている。この点では大学入試そのものが、すでに「主体性」の評価をす

ることになっている。ただし、実際どう活用するのかについてはボンヤリとしているため、

今回の改善で、大学に活用方法を募集要項で明記させ、実質化を図ったということだ。 

結局、必須なのかどうか、現時点ではかなりの曖昧さが残る。今後の説明に期待したい。 

 なお、センターが検討している各大学の個別入試用の記述式（国語）の問題は、利用する

とすれば国公立大になろう（同一日での実施が必要になるため）。国公立大の 2 次で国語を

課す大学が増える可能性があるので注意されたい。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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 調査書、提出書類                            

・「3 要素」を評価するために、学習や活動に関する評価を充実。⇒ 調査書や提出書類を改

善。 

・大学は調査書や提出書類をどのように活用するのか、募集要項に明記。 

・大学は高校に対して、学校運営の方針や、各教科・科目の内容・目標など、情報を求める

ことが可能。 

【調査書】 

・「指導上参考となる諸事項」の欄を拡充。各学年で 6 分割。 

⇒「①各科目や総合学習における特徴」「②行動の特徴、特技」「③部活動、ボランティ

ア活動、留学・海外経験」「④資格・検定」「⑤表彰・顕彰」「⑥その他」。 

・「指導上参考となる諸事項」の記載がブレないように、「調査書記入上の注意事項等につい

て」に記入内容を明示。 

・「評定平均値」⇒「学習成績の状況」に名称を変更。 

・両面 1 枚の制限を撤廃。 

・電子化について検討。 

・新カリで指導要録を見直し。その際に「学習成績の状況」もさらに見直し。 

・大学が上記以外を評価する場合は、募集要項に調査書の記載方法を明示。 

・大学は特定の科目の単位や評定を出願要件として設定することが可能。 

・保体、芸術、家庭、情報などの特に優れた成果について、大学は高校に対し、備考欄に記

載を求めることが可能。 

【推薦書】 

・大学は推薦書で「3 要素」の記載を必ず求める。 

【志願者本人が記載する資料】 

・大学は、志願者本人が記載する資料を積極的に活用。特に学校推薦型、総合型選抜ではプ

レゼンを行うなど。実技系の入試では必要に応じて。 

・活動報告書…大学は「総合学習」「校内外の活動」などを記載させる。様式のイメージを

例示する。 

・志望理由書、学修計画書…大学は「志望理由」「入学後に学びたい内容、計画」「大学卒業

後の目標」などを記載させる。 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 ポイントは調査書の「指導上参考となる諸事項」の改訂。小項目名をつけて 6 分割する。

調査書を「主体性」の評価ツールとして、より使いやすくするのが目的だ。 

 現在は漠然とした 1 つの欄のため、記入する高校の教員によって内容にブレが生じ、大

学側としては入試に使いづらい。その改善として記入項目を明確化し、標準化を図る。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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 その他                                    

・文科省は各指標を組み合わせて選抜を行うための参考指標を大学に提供（マークの素点、

記述の段階、検定の級・スコア、調査書や面接などから合否判定を行うため）。 

・文科省は財政支援などを通じて、各大学の入試改革を促進。 

・センターは入試改革を促進・支援するために、組織の機能強化に取り組む。 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 実施方針が出た今、これから情報として必要になるのが、「より具体的な制度設計」、「プ

レテストにおける出題」、そして「各大学の入試予告」だ。 

 各大学の予告は、国公立大は来年 7 月ごろの選抜要項の公表にあわせて出始めると思わ

れる。私立大はお互いの様子見がしばらく続き、相当後になるだろう。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/



